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指導者（保護者）として大切にしたいこと（その２１） 
～「グッドルーザーたれ」～ 
 

                  ２０２０年７月吉日 
                       Ｕ１２部会広島地区ＳＶ 大庭 浩資 

 
広島県バスケットボール協会Ｕ１２部会広島地区の保護者の皆様、指導者の皆様、役員の

皆様、いつもお世話になっております。 
各チームにおかれましては徐々に練習が再開され、広島地区から示された留意事項に沿

いながら活動されていることと思います。 
また、「広島地区６年生交歓大会」や「リスタートカップ」の開催要項も決まりました。

児童が楽しみにしているこれらの大会が、予定通り無事開催されることを、ただただ祈って

いるところです。 
 

 さて、最初は、前回のＮＢＡ「アメリカドリームチーム」に関する質問の正解です。問題

を覚えておられない方は、まずは前回のコラムをお読みください。 
（第１問）  

１９８４年のソウルオリンピックでも金メダルを獲得したのは、「３人」で、それは 
   マイケル・ジョーダン、パトリック・ユーイング、クリス・マリンです。 
 （第２問） 

大会のすべての試合で先発出場したのは１人で、それはマイケル・ジョーダンです。 
 （第３問） 

大会得点王は、１試合平均、１８．０得点の、チャールズ・バークレーです。 

続いて、先日、以下の「コラム」が目につきました。読んでみるととても興味深い内容

でしたので、皆様に紹介いたします。また何かの話題にしていただければ幸いです。 

「グッドルーザーたれ」 

勝利を目指して奮闘するアスリートの姿は美しい。しかしスポーツの魅力は勝者の姿

だけにあるのではない。敗れてなお相手をたたえ、毅然として戦いの場から立ち去る

「グッドルーザー」も、私たちの心を捉える。全てのアスリートに「グッドルーザーた

れ」と説く、Ｊリーグ初代チェアマンにして現在日本トップリーグ連携機構会長の川淵

三郎氏に持論を聞いた。 

グッドルーザー(Good loser)とは、スポーツマンシップとともにスポーツ界に古くか

ら伝わる信念である。スポーツコンサルタントだった広瀬一郎は『スポーツマンシップ

を考える』の中でこう解釈している。 

〈ある人が真にスポーツマンであるかどうかは、勝負に負けたときの態度で分かる。

負けた時に素直に負けを認め、それでいて頭を垂れず、相手を称え、意気消沈せず

にすぐ次に備える人が真のスポーツマンだ〉 

――川淵さんは、ことあるごとに負けた選手たちに「グッドルーザーたれ」という話を

しています。ただ日本のスポーツの現場では、まだ、あまり聞かれない言葉のような気

もします。 
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「スポーツマンシップの何たるかを理解すれば、自然と、そういう振る舞いにつながっ

ていくと思いますけどね。負けたときの態度、そこにこそスポーツマンとしての品位が

表れる。だから、昨年 11月のラグビーワールドカップの決勝戦のときも、負けたイン

グランドチームがどんな態度を見せるか、そればっかり見ていたんです」 

――ほとんどの選手が銀メダルをかけてもらった後、すぐに首から外していました。中

には首にかけられることを拒否し、手でメダルを受け取っている選手もいました。 

「私も試合会場にいたのですが、ヘッドコーチのエディー・ジョーンズは、まさか外す

ことはないだろうと思っていたんです。そうしたら、表彰台を降りてしばらくしてから

外して、ポケットに突っ込んだんだよね。もう、頭にきて。帰りの車の中で、ずっと悩

んでいたの。ツイートすべきかどうか。でも、ここで俺が黙っているわけにはいかない

はっきり言うべきだと思ってツイートしたんだけどね」 

――「GOOD LOSER のとるべき態度ではない」と書かれていました。 

「勝つことがすべてで、負けには価値がないと言っているかのような態度だったから。

あれでは 3位で銅メダルをもらったニュージーランドに対しても失礼。もっと言えば、

負けたすべてのチームをバカにしている。ああいう態度は、私の性格上、断固として許

せないんですよ。マスコミの書き方もぜんぜん甘い。スポーツマンシップを本当のとこ

ろで理解してないんだろうなと思った」 

――以前、テレビ番組の中で、イングランドの小さなサッカー少年がフェアプレーとは

何かと聞かれ、すぐに「ルールを守ること、相手を敬うこと、絶対に仕返しをしないこ

と」と返しているのを見て、大変感銘を受けたとおっしゃっていました。そのイングラ

ンドのラガーマンが、ああいう態度をとったということで、さぞかしショックだったで

しょうね。 

「ショックというより怒りです。そんなモヤモヤした思いを解消してくれたのは、今年

1月の全国高校サッカー選手権の決勝でした。2点を先行し、圧倒的に有利だった青森

山田が、静岡学園に 3－2で逆転負けをした。青森山田の選手たちは、どれほど悔しい

思いをしたことか。でも表彰式のとき、ぴしっとしていたね。気をつけの姿勢で。もう

ね、涙ぐみそうになりましたよ。日本人、いいじゃないかって。あの振る舞いによっ

て、青森山田は敗者だけど敗者でなくなった。ラグビーのイングランド代表に、これを

見ろって言いたかったね」 

――ラグビー発祥の国であるイングランドのナショナルチームぐらいになると勝ちしか

見えなくなって……というのも理解できるような気もしますが。 

「僕のツイートに対しても、〈どうしても勝ちたかった気持ちの表れだから、しょうが

ないのでは〉みたいな書き込みがあったな。でも、それは根本的に違うんだよ。そもそ

も試合ができるのはなんでなの？ 相手がいるからでしょう。その相手をリスペクトす

るのは競技者にとって、最低限のマナーですよ。相手に敬意を持っていたら、あんな態

度はとらないでしょう」 
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――アイルランドの選手たちも、リーグ戦で日本相手にまさかの敗戦を喫したとき、最

後、花道をつくって日本選手の健闘をたたえていたじゃないですか。それこそ感動的で

した。 

「国民性ですね。アイルランドはサッカー選手もそうだけど、謙虚で、フェア。フーリ

ガンのようなサポーターもいないですし。だから、世界中から愛されている。日本もそ

ういう意味では、似ているかもしれない。ノーサイドの精神って、ラグビー文化という

より、日本ラグビーの文化なのかもしれないね」 

「グッドルーザーたれということをきちんと教えることができる指導者なら、暴力沙汰

なんて起きるはずがない」 

――以前、インタビュー記事の中で、サッカーの決勝戦のあとの表彰式で、準優勝のチ

ームに対して「いい態度だな」って思えるのは、5回に 1回ぐらいだとおっしゃってい

ました。 

「僕らはサッカーでは何度も表彰する側に立っているでしょう。そういうとき、準優勝

のチームを表彰するの、本当に嫌なんだよね。不愉快そうな顔をして、ニコリともしな

い。握手も嫌々。勝って当たり前と思っているチームほど、そういう態度をとる。なん

ちゅう態度をとるんだって怒鳴りたくなったことが何度もありますよ。2009 年の Jリー

グヤマザキナビスコカップで 3度目の準優勝に終わった川崎フロンターレの選手たち

が、やっぱりかけてもらったメダルをすぐ外すという見苦しい態度をとって、のちに処

分を受けました。ガムを噛みながら、表彰式に出ている選手もいたそうです。スポーツ

マンとしてあるまじき行為ですよ」 

――2014 年のアイスホッケー全日本選手権でも、準優勝の東北フリーブレイズの選手が

銀メダルをゴミ箱に捨てたという事件がありました。土壇場での際どい判定もあって、

その不平不満も重なったようですが。 

「それはロッカールームでのこと？ 僕は百歩譲って、ロッカールームに戻ってからな

ら、いいと思うよ。私が言いたいのは公衆の面前、何十万人、何百万人という人が見て

いる前で、なぜあんな態度をとるのかということ。彼は指導者の何たるかをまるっきり

分かっていない。 

――サッカーの世界は、ふたこと目には「マリーシア（ずる賢さ）も必要だから」と言

って、そういうプレーが正当化されがちな気がします。 

「私もそれが気に食わない。ルールぎりぎりならまだしも、ブラジルでいうマリーシア

は、審判が見えないところでもっと手を使えとか、もっと足を引っかけろみたいなニュ

アンスも含まれていますからね。こすからいサッカーというか。元日本代表監督のトル

シエも、そういう汚いプレーをしてでも勝つんだ、というところがあった。だから、あ

んまり好きじゃなかった。日本人の中には一定数、サッカーが嫌いだという人がいます

が、そういうサッカーの汚いところが許せないんじゃないかな。世界的なメジャースポ

ーツで、アンフェアなプレーがあれほど公然とまかり通っている競技はサッカーぐらい

じゃないですか」 
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――川淵さんはバスケットのＢリーグの立ち上げにも尽力されましたが、そ

のバスケットで「ファウルゲーム」というのがあります。試合終盤、負けて

いる方が意図的にファウルをおかし、相手にフリースローの権限を与える。

そのフリースローが失敗して、さらに自分たちに攻撃権が移るのをねらった

作戦です。故意にファウルをおかし、それに対し味方は「ナイス！」とい

う。あれを見ていると「ナイスファウル」などというプレーがありなのかと

やや混乱します。 

「ファウルゲームはバスケットの世界では作戦として認められていますから

ね。でも、相手の失敗を期待するというのは、あんまりいい気はしない。そ

ういう矛盾は、あげたらきりがないですよね。高校野球でも、去年、セカン

ドランナーが打者に捕手のサインを伝えている「サイン盗み疑惑」が話題に

なりました。あれも昔は、むしろ褒められるプレーだったのが、今は汚いプ

レーと言われる。時代とともにフェアプレーの価値観も変わっていくんでし

ょうね」 

「アンフェアなことが戦術的に正しいみたいな言い方をされるのは、僕とし

てはどうしても納得がいかない。バスケットのファウルに関しても、国際バ

スケットボール連盟から『アンスポーツマンライク（スポーツ選手らしから

ぬ）ファウル』の適用基準を厳格化してくださいという通達があり、Ｂリー

グでも開幕から採用しています。ファウルゲームではあっても、あまりにも

危険なものとか、あからさまなファウルは通用しなくなるかもしれません」 

――川淵さんの中で、オリンピックにおけるグッドルーザーといえば、どなたでしょう

か。 

「2000 年のシドニー五輪で、（柔道の）篠原信一が決勝の誤審で敗れたことがあったで

しょう。本当は「内股すかし」という返し技で一本だったのに、逆に、有効をとられて

負けてしまった。「世紀の大誤審」ですよね。そのとき、篠原は「弱いから負けたんで

す」と言い訳を一切しなかった。そういう意味では偉かった。あと、マラソンの谷口浩

美は印象的だったな。バルセロナ五輪のとき、途中で転倒し、靴が脱げちゃったんです

よね。結果は 8位。見ていた人はみんな心を痛めていたと思うのですが、彼は、レース

直後のインタビューで、笑顔で「途中でこけちゃいました」って言ったんだよね」 

――あのひとことで、みんな救われました。 

「勝敗なんて、どうでもいいじゃないって思えたよね。試合後、周りのみんなを幸せな

気分にさせてくれること。ラグビーワールドカップのアイルランドの態度がそうだった

ように、それがグッドルーザーのひとつの条件なんじゃないかな。メダルを取っても忘

れられる人は忘れられる。でも、グッドルーザーは、永久に語り継がれますよ」 

 

 


